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６
月
25
日
（
日
）、
下
郷
小
学
校

体
育
館
に
お
い
て
第
75
回
下
郷
農
協

通
常
総
会
が
、組
合
員
２
０
１
名（
正

組
合
員
実
出
席
44
名
、
委
任
状
と
書

面
議
決
１
５
７
名
）
の
出
席
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
金
吉
地
区
伊
福
集
落

の
末
国
勲
男
さ
ん
を
議
長
に
選
出
、 

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
、
基
本
協

定
書
の
締
結
の
件
、
２
０
２
３
年
度

事
業
計
画
設
定
の
件
な
ど
全
７
議
案

が
提
案
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
不
祥
事
再
発
防
止
策
・ 

１
，
０
０
０
頭
規
模
の
酪
農
場
の
建

設
に
つ
い
て
報
告
、
役
員
改
選
で
は

玉
麻
農
夫
男
組
合
長
が
再
選
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
稿
で
は
、
組
合
員
総
会
後
の
理

事
会
総
括
（
抜
粋
）
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
１
）
下
郷
農
協
は
、
２
０
２
１

年
度
決
算
に
お
い
て
、
粉
飾
決
算
を

行
う
と
い
う
誤
り
を
犯
し
ま
し
た
。

う
け
て
、
下
郷
農
協
は
昨
（
22
）
年

11
月
27
日
、
臨
時
組
合
員
総
会
を
開

催
し
、
新
執
行
体
制
（
代
表
理
事
・

組
合
長　

玉
麻
農
夫
男
、代
表
理
事
・

専
務　

行
岡
良
治
）
を
選
任
い
た
だ

き
、「
出
直
し
的
な
再
出
発
」
の
道

を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　
（
２
）
以
降
、
７
カ
月
余
の
時
間

が
経
過
す
る
本
（
23
）
年
６
月
25

日
、
下
郷
農
協
は
上

述
し
ま
し
た
と
お
り
、

第
75
期
通
常
組
合
員

総
会
を
開
催
し
、
昨

（
22
）
年
11
月
27
日

の
臨
時
組
合
員
総
会

以
降
の
「
出
直
し
的

な
再
出
発
」
の
足
取

り
を
報
告
し
、
ご
承

認
を
い
た
だ
く
な
ど
、

全
議
案
を
可
決
・
承

認
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
、

「
１
，
０
０
０
頭
の
新

酪
農
場
建
設
」
を
基

軸
と
す
る
「
基
本
協

定
書
」
の
締
結
を
組

合
員
総
会
で
可
決
・

承
認
い
た
だ
け
た
こ

と
は
、
下
郷
農
協
が

再
生
に
向
け
て
、
そ
の
第
一
歩
を
着

実
に
踏
み
出
せ
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。

　

事
実
、
大
分
合
同
新
聞
は
翌

（
26
）
日
、
下
郷
農
協
の
こ
の
組
合

員
総
会
の
様
子
を
「
大
規
模
酪
農
場

を
計
画　

下
郷
農
協
、
８
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
千
頭
」
と
い
う
大
見
出
し
で
、

第
75
回
通
常
総
会

農
協
再
生
に
向
け
第
一
歩
踏
み
出
す

新
酪
農
場
建
設
基
軸
の
「
基
本
協
定
書
」
締
結
な
ど
承
認
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県
民
に
報
道
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
下
郷
に

住
ま
う
人
々
は
も
と
よ
り
、
県
内
に

住
ま
う
多
く
の
人
々
に
、
下
郷
農
協

が
そ
の
再
生
を
目
指
し
て
、
前
に
向

か
っ
て
大
き
く
歩
み
だ
そ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。　

（
３
）
し
た
が
い

ま
し
て
、
昨
（
22
）

年
11
月
末
の
臨
時

総
会
で
発
足
し
た

新
執
行
体
制
は
こ

の
組
合
員
総
会
の

開
催
と
成
功
を

も
っ
て
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
に
ご
信

任
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
、
と
評

価
で
き
る
と
考
え

ま
す
。
す
な
わ
ち
、

理
事
会
は
こ
れ
か

ら
、
自
信
を
も
っ

て
、
下
郷
農
協
が

抱
え
る
課
題
を
解

決
し
つ
つ
、
下
郷

農
協
の
未
来
を
切

り
開
い
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え

ま
す
。

　
（
４
）
だ
が
し
か
し
、
こ
の
組
合

員
総
会
に
つ
い
て
、
反
省
す
べ
き
点

も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
以
下
の
と

お
り
で
す
。

　

一
）
や
む
を
得
な
い
点
も
あ
り
ま

し
た
が
、
論
議
が
酪
農
に
傾
斜
し
す

ぎ
て
い
ま
し
た
。
野
菜
の
こ
と
、
九

条
ネ
ギ
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
、

具
体
的
に
ご
報
告
し
、
ご
論
議
い
た

だ
く
べ
き
で
し
た
。

　

二
）
会
場
か
ら
ご
意
見
い
た
だ
い

た
飼
料
米
（
休
耕
田
の
活
用
）
の
こ

と
や
、
こ
れ
ま
で
話
題
に
な
っ
て
き

た
観
光
農
園
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
の
具
体
化
を
こ
れ
か
ら
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

三
）
ま
た
、
実
出
席
44
名
は
少
な

い
、
も
っ
と
実
出
席
を
増
や
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
ま
す
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

う
け
て
、
下
郷
農
協
再
生
の
取
り

組
み
の
フ
ェ
ー
ズ
は
明
ら
か
に
一
段

階
、
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

代
表
理
事
・
専
務
が
総
括
・
指
揮
す

べ
き
案
件
は
明
ら
か
に
変
わ
り
ま
し

た
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
以
下
の
と

お
り
と
し
ま
す
。

　
（
１
）
代
表
理
事
・
専
務
は
、 

「
１
，
０
０
０
頭
規
模
の
新
酪
農
場
」

の
建
設
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
先

頭
に
立
っ
て
、
総
括
・
指
揮
す
る
こ

と
に
し
ま
す
。

　
（
２
）
代
表
理
事
・
専
務
は
、 

産
直
事
業
の
再
編
・
整
備
を
進
め
る

た
め
に
、
先
頭
に
立
っ
て
、
総
括
・

指
揮
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
（
３
）
代
表
理
事
・
専
務
は
、 

惣
菜
工
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施

し
、
稼
ぎ
出
す
現
場
を
構
築
す
る
た

め
に
、
先
頭
に
立
っ
て
、
総
括
・
指

揮
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
（
４
）
代
表
理
事
・
専
務
は
、 

以
上
に
と
も
な
う
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
先
頭
に
立
っ
て
、
総
括
・
指

揮
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

以
上

信任された執行体制を代表してあいさつする玉麻組合長（左から４人目）
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地
元
婦
人
会
と
合
同
で
「
こ
ど
も
食
堂
」

農
協
女
性
部
が
地
域
で
交
流

　

８
月
４
日
、
下
郷
農
協
女
性
部
は

耶
馬
溪
町
島
婦
人
会
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
下
郷
公
民
館
で
「
こ
ど
も
食

堂
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
朝
か
ら
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の

仕
込
み
に
か
か
り
、
持
ち
寄
っ
た
野

菜
や
黒
豚
肉
の
下
ご
し
ら
え
、
サ
ラ

ダ
用
の
オ
ク
ラ
・
き
ゅ
う
り
・
ト
マ

　

下
郷
農
協
女
性
部
は
こ
の
ほ
ど
、

共
同
購
入
の
仕
分
け
の
後
に
「
ホ
ウ

酸
だ
ん
ご
」
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
の
女
性
部
総
会
で
「
ホ

ウ
酸
だ
ん
ご
」
が
欲
し
い
と
い
う
要

望
が
あ
り
、
今
回
も
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ト
を
刻
ん
だ
り
と
手
際
良
く
作
業
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
「
文
庫

さ
だ
や
」
の
子
ど
も
達
と
ス
タ
ッ
フ

の
方
、
そ
し
て
地
域
の
高
齢
者
の
皆

さ
ん
と
の
楽
し
い
会
食
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

低
学
年
の
子
ど
も
達
に
は
少
し
カ

レ
ー
が
辛
か
っ
た
様
で
す
が
、
元
気

な
子
ど
も
達
の
「
お
か
わ
り
く
だ
さ

い
！
」
と
の
声
が
飛
び
交
い
、
に
ぎ

や
か
な
食
事
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

デ
ザ
ー
ト
の
プ
リ
ン
も
大
変
好
評

で
し
た
。
総
勢
40
名
の
参
加
と
な
り
、

食
堂
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
「
大
変
だ
っ

た
け
ど
、
こ
ど
も
食
堂
に
取
り
組
ん

で
良
か
っ
た
」
と
の
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。
（
下
郷
農
協
よ
り
プ
リ
ン
と
カ

フ
ェ
オ
ー
レ
の
差
し
入
れ
が
あ
り
ま

し
た
。
）下

郷
農
協
女
性
部　
事
務
局

　

今
年
も
米
ぬ
か
に
ホ
ウ
酸
と
砂
糖

を
入
れ
る
や
り
方
で
作
り
ま
し
た
が
、

玉
ね
ぎ
を
野
菜
組
合
の
生
産
者
か
ら

い
た
だ
い
た
の
で
、
す
り
お
ろ
し
て

一
緒
に
入
れ
ま
し
た
。
部
員
の
皆
さ

ん
も
慣
れ
た
手
つ
き
で
米
ぬ
か
を
こ

ね
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ホ
ウ
酸
だ
ん

ご
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

「
今
年
の
だ
ん
ご
は
玉
ね

ぎ
入
り
で
、
ゴ
キ
ブ
リ
も
喜

ん
で
食
べ
て
く
れ
そ
う
！
」

「
米
ぬ
か
を
だ
ん
ご
型
で
は

な
く
、
お
に
ぎ
り
型
に
し
て

固
め
て
み
よ
う
」
等
々
、
に

ぎ
や
か
に
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

　

参
加
出
来
な
か
っ
た
部
員

の
方
に
も
ホ
ウ
酸
だ
ん
ご
を

届
け
る
よ
う
に
手
分
け
を
し

て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
今
年

も
ゴ
キ
ブ
リ
が
喜
ん
で
食
べ

て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。

下
郷
農
協
女
性
部　
事
務
局

に
ぎ
や
か
に
お
喋
り
し
な
が
ら

女
性
部
が
ホ
ウ
酸
だ
ん
ご
作
り
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７
月
15
日
、
健
康
米
生
産
組
合

（
鈴
木
健
久
組
合
長
・
15
名
２
法

人
）
は
、
今
年
度
第
１
回
目
の
健
康

米
圃
場
巡
り
を
会
員
ら
10
名
が
参
加

し
て
行
い
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
例
年
、
移
植
約
２
ヶ
月

後
と
収
穫
直
前
の
健
康
米
生
育
状
況

　

7
月
10
日
の
豪
雨
は
、
下
郷
農
協

管
内
で
も
河
川
の
氾
濫
や
山
水
の
増

加
等
に
よ
り
、
一
部
家
屋
や
農
地
に

甚
大
な
被
害
が
出
ま
し

た
。
被
災
さ
れ
た
組
合

員
の
方
々
に
は
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

農
協
施
設
は
指
導
販

売
部
（
一
ッ
戸
工
場
）

敷
地
内
で
土
砂
の
流
入

や
、
資
材
倉
庫
等
が
浸

水
し
ま
し
た
が
、
有
機

野
菜
生
産
出
荷
組
合
員

な
ど
が
重
機
や
鍬
・
ス

コ
ッ
プ
な
ど
の
農
具
を

持
っ
て
、
片
づ
け
作
業

に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

自
ら
被
災
さ
れ
た
組

合
員
も
お
ら
れ
る
中
、

片
づ
け
作
業
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
お
か
げ

を
会
員
同
士
で
現
地
確
認
、
適
切
な

肥
培
管
理
や
病
害
虫
対
策
な
ど
、
大

分
県
普
及
指
導
員
の
助
言
を
受
け
な

が
ら
圃
場
ご
と
で
研
修
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
７
月
10
日
の
豪
雨

に
よ
る
水
稲
被
害
の
状
況
も
確
認
し

て
回
り
ま
し
た
。

さ
ま
で
早
い
復
旧
が
で
き
、
通
常
業

務
に
戻
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

生
育
状
況
や
豪
雨
被
害
を
確
認

健
康
米
生
産
組
合
が
圃
場
巡
り

野
菜
組
合
員
ら
が
復
旧
支
援

豪
雨
被
害
の
農
協
施
設
で
片
づ
け
作
業

被災資材の搬出や土砂の撤去にあたる生産者ら

・少量でもかまいませんので栗をお持ちの方は、ぜひ出荷
をお願いします。

　出荷基準等は、別途配布の案内チラシをご覧ください。
・「加工用カボス」を10月19日（木）13:00～16:30まで、
指導販売部（一ッ戸工場）で受取ります。

　出荷基準等は、別途配布の案内チラシをご覧ください。
お問い合わせは、下郷農協指導販売部（一ッ戸工場）まで

℡0979-56-2630　担当：立花・鷹崎

 「クリ出荷・加工用カボス受取り」について

被災した水田や水路を確認する健康米生産者被災した水田や水路を確認する健康米生産者
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９～10月の診療日について（お知らせ）９～10月の診療日について（お知らせ）
1, 担当医師
　＊酒見（さけみ）久哲先生（診療科目：内科・小児科・外科）･･･診察：火曜日、木曜日。
　　〈下郷診療所の管理者として津民診療所より診療に来ていただいています。〉
　＊樗木（ちしゃき）浩朗先生（診療科目：内科・循環器科・小児科）･･･診察：水曜日。
　　〈槻木診療所より診療に来ていただいています。〉
　＊内尾伸行先生（診療科目：整形外科）‥･
　　㊟土曜日は全て休診とさせていただきます。
　　〈内尾整形外科医院より診療に来ていただいています。〉
2, 診療時間
　＊火曜日～木曜日：8:30～（受付）、診療：9:00～12:00、13:00～17:00
　＊金曜日：8:30～（受付）、診療：9:00～12:00　午後は休診となります。

※コロナワクチン接種を9月20日〜11月４日の間、毎週火曜日15:00～15:30受付ます。
　一般診療をご利用の方は、14:45～15:30は受診をお控えいただくようお願いします。
※インフルエンザワクチン接種は、10月から予約受付開始予定です。（診療所、ふれあいの店頭で掲示案内予定）

下郷
診療所

〈2023年9月の診療日〉 〈2023年10月の診療日〉

「医療情報・システム基盤整備体制充実加算」について
　 下郷診療所はオンライン資格確認について下記の整備を行っております。
◆オンライン資格確認（マイナンバーカードの保険証利用）を行う体制を有しています。
◆薬剤情報・特定健診情報、その他必要な情報を取得・活用して診療を行います。
　上記の体制が整い、2023年 5 月 9 日より健康保険法の診療報酬算定に基づき、医療情報・
システム基盤整備体制充実加算を算定します。

 初診時  ◆マイナンバーによるオンライン資格確認を行ったが、診療情報の取得に
　　　　　同意しない場合　⇒　 6 点
　　　　◆健康保険証による資格確認を行った場合　⇒　 6 点
 再診時  ◆マイナンバーによるオンライン資格確認を行ったが、診療情報の取得に
　　　　　同意しない場合　⇒　 2 点
　　　　◆健康保険証による資格確認を行った場合　⇒　 2 点

下郷診療所は診療情報を取得・活用することにより、質の高い医療の提供に努めています。
＊お問合わせ等は下郷診療所（℡56-2361）まで

診察：毎週金曜日
　　　（午前中）

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1日午前 2日
内尾先生 休診

3日 4日 5日 6日 7日 8日午前 9日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

１0日 １1日 12日 13日 14日 15日午前 16日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

１7日 18日 19日 20日 21日 22日午前 23日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

24日 25日 26日 27日 28日 29日午前 30日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1日 2日 3日 4日 5日 6日午前 7日

休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

8日 9日 10日 11日 12日 13日午前 14日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

15日 16日 17日 18日 19日 20日午前 21日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

22日 23日 24日 25日 26日 27日午前 28日
休診 酒見先生 樗木先生 酒見先生 内尾先生 休診

29日 30日 31日
休診 酒見先生
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９
月
18
日
（
月
）
敬
老
の
日

　
「
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
き
た
老
人
を

敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
」
と
言
う
こ
と
で
、
農
協

か
ら
も
お
祝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
９
月
16
日

（
土
）
～
18
日
（
月
）
の
３
日
間
、
ご
来
店
い
た
だ

い
た
70
歳
以
上
の
方
々
に
一
日
限
定
30
袋
「
べ
っ

ぴ
ん
ボ
ー
ロ
と
ハ
ト
麦
茶
（
Ｔ
／
Ｂ
）
の
詰
合
せ
」

を
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

９
月
23
日
（
土
）
秋
分
の
日

　

ポ
イ
ン
ト
２
倍
デ
ー
・
秋
の
大
抽
選
会
を
行
い

ま
す
！！

　
９
月
11
日
（
月
）
～
22
日
（
金
）
の
間
、
ふ
れ

あ
い
の
店
に
て
２
，
０
０
０
円
（
農
業
生
産
資
材

は
対
象
外
）
ご
購
入
で
一
枚
の
抽
選
券
を
お
渡
し

し
ま
す
。
９
月
23
日
は
、
空
く
じ
な
し
の
景
品
を

ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
！！

９
月
29
日
（
金
）
は
中
秋
の
名
月

　

秋
の
初
め
頃
、
今
で
い
う
夏
は
台
風
や
雨
の

多
い
時
期
で
す
が
、
秋
が
深
ま
り
空
気
が
冷
た

く
な
る
頃
に
は
秋
晴
れ
が
続
き
、
空
も
高
く
見

え
ま
す
。 

夜
に
見
え
る
月
も
き
れ
い
な
こ
と
か

ら
、
こ
の
頃
に
上
が
る
満
月
を
「
中
秋
の
名
月
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
お
団
子
も

お
忘
れ
な
く
!!

　

も
ち
米
・
も
ち
米
粉
・
き
な
粉
・
小
豆
な
ど
、

ふ
れ
あ
い
の
店
に
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
季

節
を
感
じ
な
が
ら
行
事
食
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

10
月
９
日
（
月
）
ス
ポ
ー
ツ
の
日

　

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

で
す
よ
ね
。
牛
乳
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
素
で
あ
る

炭
水
化
物
・
脂
質
・
た
ん
ぱ
く
質
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
骨
の
形
成
に
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
く
、

た
ん
ぱ
く
質
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の

後
に
は
、
失
わ
れ
た
栄
養
補
給
に
牛
乳
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
と
言
う
こ
と
で
、
ふ
れ
あ
い
の
店
に
て

２
，
０
０
０
円
以
上
ご
購
入
で

「
耶
馬
溪
牛
乳
２
０
０
㏄
ま
た
は

カ
フ
ェ
オ
ー
レ
２
０
０
㏄
1
本
」

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
牛
乳
を

飲
ん
で
元
気
に
ス
ポ
ー
ツ
や
お

仕
事
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！！

 「
ふ
れ
あ
い
の
店
」
休
業
の
お
知
ら
せ 

　

購
買
部
ふ
れ
あ
い
の
店
は
10
月
１
日
（
日
）
決

算
棚
卸
、
お
よ
び
下
郷
農
協
ま
つ
り
開
催
日
は
、

休
業
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

購
　
買
　
部

　

一
斉
集
落
を
10
月
下
旬
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
集
落
連
絡
員
を
通
じ
ご
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況

に
よ
っ
て
、
変
更
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

管
　
理
　
部
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　下郷農協では、地域農業振興・農業
経営安定化を目的に、JA共済連の地
域・農業活性化事業費を活用して優良
な初妊牛の市場導入に係る経費助成を
行いました。
　飼料や生産資材費の高騰を受け、特
に酪農業は厳しい経営を強いられてい
ますが、耶馬溪酪農組合員の経営安定
化の一助になればと乳牛改良促進事業
として一農家一頭の初妊牛導入に対し
助成を行いました。
　厳しい環境は続きますが、安心・安
全な耶馬溪牛乳の生産に取り組んでい
ただきたいと思います。

飼料高騰で打撃の酪農家へ
JA共済連の

地域・農業活性化事業費を活用

耶馬溪牛乳の生産に励む耶馬溪酪農組合

第40回通常総会を開催

産直大地の会久留米

　

6
月
18
日
、
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

で
産
直
大
地
の
会
久
留
米
（
代
表
・

緒
方
忠
臣
氏
）
の
第
40
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
前
年
度
の
活
動
報
告
と

決
算
、
本
年
度
の
活
動
計
画
と
予
算

が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

下
郷
農
協
玉
麻
組
合
長
か
ら
、
２
０

２
１
年
度
決
算
に
伴
う
粉
飾
決
算
の

不
祥
事
経
緯
や
、
今
後
の
農
協
経
営

の
方
向
性
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
農
協
事
業
改
善
に
伴
い
農

協
自
身
に
よ
る
産
直
会
員
へ
の
班
配

達
を
や
め
て
外
部
委
託
に
よ
る
配
達

へ
移
行
す
る
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

消
費
者
組
織
と
し
て
は
、
「
産
直

の
配
達
は
た
だ
単
に
商
品
を
運
ぶ
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
農
協
の
生
産
者

が
暮
ら
す
耶
馬
溪
の
空
気
も
運
ぶ
こ

と
」
と
し
て
産
直
運
動
を
続
け
て
き

た
が
、
残
念
だ
が
足
腰
の
弱
い
私
た

ち
で
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
と
、

班
配
達
の
採
算
が
取
れ
な
い
実
情
に

一
定
の
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
は
今
年
度
の
予
算
・
活
動
計
画

の
承
認
を
受
け
、
引
き
続
き
産
地
交

流
な
ど
活
動
に
取
り
組
む
事
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
農
協
と
し
て
も
精
一

杯
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
立
花
）

下郷農協まつり開催について
　コロナ禍で3年間中止していました下郷農協まつりを今年は開催する事としました。
　開催日時・会場、取り組み内容等について、組合員（連絡員）や生産組合代表等を含めた下郷
農協まつり実行委員会を中心に検討を進めています。
　詳しくは購買ふれあいの店での掲示、農協ホームページ等で順次お知らせします。
　なお、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い開催を急きょ中止や内容変更する場合があります。

下郷農協まつり実行委員会（事務局・管理部 ℡0979-56-2222）
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BMW技術の取組みを説明する脇坂伸彦さん（左）

西
日
本
B
M
W
技
術
協
会
が
耶
馬
溪
酪
農
を
視
察

新
酪
農
場
の
環
境
改
善
に
期
待

　

8
月
3
日
、
西
日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ

技
術
協
会
の
研
修
会
と
第
31
期

総
会
が
下
郷
地
域
な
ど
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
各
地
よ
り
多
く
の
方

が
参
加
さ
れ
、
バ
ス
2
台
に
分

乗
し
て
鎌
城
地
区
の
耶
馬
溪
酪

農
組
合
・
脇
坂
牧
場
と
生
物
活

性
水
プ
ラ
ン
ト
、
新
酪
農
場
予

定
地
の
現
地
視
察
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｗ
と
は
、
バ
ク
テ
リ

ア
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

の
略
で
、
バ
ク
テ
リ
ア
（
微
生

物
）
の
働
き
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
バ

ラ
ン
ス
に
優
れ
た
、
生
き
物

（
動
植
物
）
に
と
っ
て
「
良
い

水
」
を
作
り
、
農
業
や
環
境
浄

化
な
ど
に
幅
広
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

脇
坂
牧
場
で
は
昨
年
よ
り
牛

の
糞
尿
が
落
ち
る
と
こ
ろ
に

ジ
ョ
ウ
ロ
で
Ｂ
Ｍ
Ｗ
を
撒
き
始

め
た
そ
う
で
す
。
最
初
は
半
信

半
疑
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
気

が
付
く
と
夏
場
の
サ
シ
バ
エ
が

少
な
く
な
り
、
捕
獲
用
粘
着

シ
ー
ト
の
使
用
量
か
ら
考
え
た

場
合
、
従
来
の
10
分
の
1
以
下

ま
で
減
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た

牛
舎
内
の
臭
い
も
ほ
と
ん
ど
し

な
く
な
り
、
驚
く
ほ
ど
乳
牛
の

飼
育
環
境
が
改
善
さ
れ
た
と
の

事
で
し
た
。
現
在
は
乳
牛
の
飲

み
水
に
も
１
０
０
倍
に
希
釈
し

た
も
の
を
加
え
て
与
え
て
お
り
、

牛
の
体
調
も
改
善
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
か
な
り
の
効
果
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
最
近
で

は
脇
坂
さ
ん
以
外
の
酪
農
家
も

使
い
始
め
て
い
る
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
の
後
は
コ
ア
山
国

に
移
動
し
て
研
修
会
と
総
会
が

行
わ
れ
、
そ
の
中
で
改
め
て
脇

坂
さ
ん
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
導
入
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
を
酪

農
で
実
践
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

少
な
い
そ
う
で
が
、
新
酪
農
場

を
稼
働
さ
せ
る
に
あ
た
り
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
の
活
用
が
よ
り
よ
い
環

境
づ
く
り
や
乳
質
向
上
に
貢
献

で
き
る
可
能
性
を
大
い
に
感
じ

さ
せ
る
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

指
導
販
売
部
長
（
立
花
）

信連下郷出張所からのお知らせ
・営業時間変更について
　9:00～11:30、13:30～15:00（11:30～13:30休業）
・コメント入力について
　‌�当会以外のJAの貯金通帳を下郷出張所窓口で
ご使用の場合は、備考欄にご記入いただいた
コメントは入力できません。

◎詳しくは、店頭・ATM掲示をご覧ください。

JA大分信連下郷出張所（℡56-3010）

・通帳のみでのATMご出金取扱停止について
　‌�　ATMでのご出金の際は、キャッシュ‌
カードが必要となります。本件は、行政の
指導により信用事業におけるセキュリティ
を強化するための取組みとなります。
※‌�窓口では引き続き通帳での払戻しを受付け
ています。
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理事会だより
 2023年６月28日に第３回定例理事会、2023年７月26日に第４回定例理事会を開催しましたので、議案お
よび協議内容の一部概要をお知らせします。

【第3回定例理事会】
提出議案：①理事補佐（理事補）選任の件
　　　　　②活動報告承認の件
　　　　　③代表理事の選任について
　　　　　④専務理事の選任について
　　　　　⑤理事の報酬に関する件　
　　　　　⑥‌�佐藤公認会計士事務所との業務委託

契約締結について　
　　　　　⑦‌�信連下郷出張所の閉所申出について
　　　　　⑧‌�2022年度監事決算監査指摘事項の回

答について　　　
　　　　　⑨その他の報告事項

【第4回定例理事会】
提出議案：①理事補佐（理事補）選任の件
　　　　　②活動報告承認の件
　　　　　③‌�下郷農業協同組合第75期組合員総会

総括について
　　　　　④新酪農場建設の進め方について
　　　　　⑤理事の報酬に関する件について
　　　　　⑥2022年度監事決算監査指摘事項の回答

について
　　　　　⑦‌�第67回下郷農協まつりの開催可否に

ついて
　　　　　⑧‌�‌�その他の報告事項

　第3回定例理事会では、代表理事の選任について玉麻農夫男氏を、専務理事については行岡良治氏を引き
続き選任しました。	
　信連下郷出張所の閉所申出については、6月5日に大分信連より「信用事業譲渡後10年にあたる2025年
3月31日をもって閉所したい」旨の申出（打診）があり、農協内部協議結果（現状ではやむなし）の結論
に至ったが、地域・組合員のインフラおよび農協事業に及ぼす影響が大きい案件として「閉所受諾可否」を
理事会付議、一定の環境整備を踏まえ閉所受諾で承認を受けました。	

　第4回定例理事会では、理事補佐（理事補）選任の件では、那須直子さん（大島地区）・古岡若奈さん
（大島地区）・前嶋欧太郎さん（金吉地区）をそれぞれ選任しました。
　活動報告承認の件では、7月31日をもってデイサービス事業の閉所（廃止）することが報告されました。
　第67回下郷農協まつりの開催可否については、第64～66回は新型コロナウイルス感染症拡大に伴い中
止を余儀なくされていましたが、11月の開催に向け下郷農協まつり実行委員会を開催し協議を進める事と
しました。	
　その他の報告事項として、監事会において末国勲男氏を代表監事に選任、また、10月下旬に一斉集落常
会を開催する事を確認しました。

　

10
月
と
い
え
ば
食
欲
の
秋
。

食
に
ま
つ
わ
る
行
事
が
多
い
月

で
す
。10
月
16
日
は
国
連
の
定

め
た
世
界
食
料
デ
ー
。10
月
30

日
は
日
本
政
府
が
定
め
た
食
品

ロ
ス
削
減
の
日
。10
月
の
１
ヵ
月

間
は「
世
界
食
料
デ
ー
」月
間
で

食
品
ロ
ス
削
減
月
間
で
も
あ
り

ま
す
。

■‌�

な
ぜ
10
月
30
日
が

　
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
な
の
？

　

宴
会
の
最
初
の
30
分
間
と
最

後
の
10
分
間
は
席
で
食
事
を
食

べ
切
り
ま
し
ょ
う
と
い
う「
30
・

10（
さ
ん
ま
る 

い
ち
ま
る
）運

動
」に
由
来
し
ま
す
。30
と
10

を
逆
に
し
て
10
月
30
日
が
食
品

ロ
ス
削
減
の
日
と
い
う
わ
け
で

す
。私
が
関
わ
っ
た
食
品
ロ
ス
削

減
推
進
法
も
２
０
１
９
年
10
月

１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
省
は
10
月
30
日

を「
全
国
一
斉
商
慣
習
見
直
し

の
日
」と
し
て
い
ま
す
。賞
味
期

限
を
延
ば
し
た
食
品
メ
ー
カ
ー

や
、賞
味
期
限
を
年
月
日
表
示

か
ら
年
月
表
示
に
変
え
た
企

業
、食
品
ロ
ス
を
生
み
出
す
商

慣
習「
３
分
の
１
ル
ー
ル
」（
賞
味

期
限
の
３
分
の
１
ま
で
に
納
品

で
き
な
か
っ
た
商
品
は
廃
棄
す

る
ル
ー
ル
）の
納
品
期
限
や
販
売

期
限
を
緩
和
し
た
コ
ン
ビ
ニ
や 

ス
ー
パ
ー
を
募
集
し
、農
林
水
産

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
社
名
を
公

表
す
る
と
い
う
日
で
す
。

■‌�

家
庭
で
の
食
品
ロ
ス
を

　
減
ら
す
に
は

　

家
庭
で
の
食
品
ロ
ス
を
減
ら

す
合
言
葉
は「
買
い
物
前
が
勝

負
」。買
い
物
前
に
冷
蔵
庫
や
食

品
庫
を
確
認
し
、ど
ん
な
食
べ

物
が
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
て
、賞
味

期
限
は
いつ
か
を
確
認
し
ま
す
。

そ
れ
を
基
に
買
い
物
メ
モ
を
作
っ

て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。同

じ
も
の
を
重
複
し
て
買
う
こ
と

も
防
げ
ま
す
。

　

買
い
物
中
に
で
き
る
こ
と
は

「
て
ま
え
ど
り
」。期
限
ま
で
に

食
べ
切
れ
そ
う
な
ら
賞
味
期
限

や
消
費
期
限
の
近
づい
た
物
、商

品
棚
の
手
前
の
物
か
ら
買
って
い

き
ま
し
ょ
う
。奥
か
ら
取
る
と
、

手
前
の
物
が
売
れ
残
り
、店
が

処
理
費
用
を
負
担
す
る
だ
け
で

な
く
、私
た
ち
が
納
め
た
税
金

も
使
っ
て
売
れ
残
り
食
品
が
焼

却
処
分
さ
れ
る
場
合
も
多
い
の

で
す
。無
理
の
な
い
範
囲
で「
て

ま
え
ど
り
」を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
欲
の
秋
　
食
品
ロ
ス
削
減
に
も
挑
戦
し
よ
う

食
品
ロ
ス
問
題
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
●
井
出
留
美

な
く
そ
う
食
品
ロ
ス

11



下
郷
農
協

下
郷
農
協

２
０
２
３

９
・
１
０

№
７
３
１

●
発
行
／
下
郷
農
業
協
同
組
合　
〒
８７１－０４３１　　　　　　

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
２
１
５
－
４

ＴＥＬ　
０９７９－５６－２２２２　

ＦＡＸ　
０９７９－５６－３１１７　

　
　
　
ｈｔｔｐ：／／ｓｈｏｐ．

ｓｉｍ
ｏｇｏｎｏｋｙｏｕ．

ｏｒ．
ｊｐ／
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー掲
載
中

タ
テ
の
カ
ギ

１　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
固
有
の
動
物
。
子
守
熊

と
も
い
い
ま
す

３　

ス
ペ
ー
ド
、
ハ
ー
ト
、
ダ
イ
ヤ
、—

—

６　

な
る
べ
く—

—

嫌
い
を
せ
ず
に
食
べ
て
ね

７　

２
枚
の
種
類
に
ま
た
が
る
よ
う
に
は
ん
こ

を
押
し
ま
す

８　

カ
ラ
オ
ケ
で
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

10　

H
P
と
表
さ
れ
る
仕
事
率
の
単
位

14　

秋
の
夜
長
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
つ
つ
楽
し

み
ま
す

16　

木
材
を
切
る
道
具

18　

天
井
と
向
か
い
合
っ
て
い
ま
す

19　

絹
ご
し
や
木
綿
が
あ
り
ま
す

20　

リ
レ
ー
の
選
手
が
つ
な
ぐ
物

ヨコのカギ
１　秋桜と呼ばれることもある花
２　有効利用されていない土地
３　イガに守られた実がなります
４　野球では右翼手ということも
５　小説家がつづるもの
７　寒くなる頃に日本に飛んでくるものもいます
９　春日局は徳川家光の——でした
11　刺し身にのっていることもある花
12　手紙のこと。往復——
13　絵を描いたり粘土細工をしたりする教科
15　ローマやカイロ、マニラなど
16　日本海に大きく突き出た——半島
17　白川郷や下呂温泉で知られる県

パ
ズ
ル
？ 

頭
の
体
操

Ｑ　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
～
Ｅ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

読者
プレゼント

数
独
（
す
う
ど
く
）

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
？

Ｑ

先月号のこたえ

先月号のこたえ　「サーフィン」

12

出
題
●
ニ
コ
リ

出
題
●
ニ
コ
リ

7 2 9 5 8 6
1 3 4

4 9 1 3
7 8 9 2 5

2 5 7
6 3 7 4 1

1 4 5 3
3 1 6

5 4 3 2 9 8

3 7 2 9 4 5 8 1 6
8 1 6 2 3 7 5 4 9
4 9 5 6 8 1 3 2 7
1 4 7 8 6 9 2 3 5
9 2 8 1 5 3 6 7 4
6 5 3 7 2 4 1 9 8
2 8 1 4 9 6 7 5 3
7 3 9 5 1 8 4 6 2
5 6 4 3 7 2 9 8 1

例
題

［
例
題
の
答
え
］

［考え方］
　タテ列やヨコ列、3×3マスの各ブロッ
クで、同じ数字が重複しないように数字を
入れていくパズルです。計算は不要ですよ。
例題で解き方を覚えましょう。右下のブロ
ックには、まだ２が入っていないので、４
つある空きマスのどれかが２になるはず。
同じタテ列やヨコ列に２がない空きマスは、
６のすぐ右のマスしかないので、２の入る
場所はここだと決められます。このように、
確実に数字が決められる場所を、注意深く
根気強く探していきましょう。

1 6

C

8 16 19

2 13

D
9 10 17

7

E

14

3 11 20

4

B

15 18

5 12

A

1 5

D

8 12 17

6 13 15

E
2 11

9

B
3 7 16

4

A

14

10

C

ダ

ラ
ツ
カ
サ
ン

イ
ハ
ン

リ
ラ

モ
モ

ユ
ウ
ダ
チ

ン

ド
ー
ム

ユ

ジ
ヨ
ウ
ロ

ヨ
ウ

セ
キ

サ
イ
フ

キ
ン
ヨ
ウ
ビ

ク

解答は次号で

《
数
独
の
ル
ー
ル
》

①
空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
の
ど
れ
か
を
入
れ
ま
す
。

②
タ
テ
列
（
９
列
）
、
ヨ
コ
列
（
９
列
）
、
太
線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の

ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ
ぞ
れ
９
マ
ス
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
９
つ
）
の
い
ず
れ
に

も
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず
つ
入
り
ま
す
。

先月号のこたえ

答え　⑨＋⑤＝14

8 6 7 1 4 5 2 3 9
3 9 1 2 7 8 5 6 4
2 5 4 6 9 3 1 7 8
9 8 5 3 2 1 6 4 7
7 4 6 8 5 9 3 1 2
1 2 3 4 6 7 8 9 5
5 1 2 9 3 4 7 8 6
4 7 8 5 1 6 9 2 3
6 3 9 7 8 2 4 5 1

2 4 6
3 5

9 1
9 1

7 5 4 2
2 3

6 3
7 2

1 8 5


